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【Open Eyes  Open Mind Ⅳ】=
－開かれた偏見のない眼＝心  展Ⅳ－
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[Open Eyes = Open Mind] 開かれた偏見のない眼＝心 展Ⅳは、CONCEPT SPACE（渋川）の協力
によって企画され、新しい建築空間と現代美術との出逢いの場を提示することにより、日常演出のための
美術から、”開かれた偏見のない眼＝心”によって生活の中の現代美術の在り方を提示しながら、
改めて美術のある豊かな生活の方法を考察しようとする実験的試みです。
またこの展覧会はサブタイトルとして[ 悪党の良識 ](good sense of a villain)（注）を基底に据え、
国内外の優れたアーティスト数名で構成し、平面作品、立体作品を中心に、現代音楽、レクチャーなどを
機能させ、美術の現在から未来を鑑み対峙することによって、明治維新以後日本に流入しつづけ
定着したかに見える異文化の方法論に疑問を抱き、精神構造としての日本美術は何処にあるのかを
探る目的があります。
私達が“群馬”に拘りまだ観ぬ未来に向けて美術に何が出来るのか、美術の世界的な動向のなか
日本美術は何処を向いているのか。
会場のライフアップスクエア アイズの現代建築空間と間取りの魅力を再確認しながら、隔離された
５つの部屋を集団個展と、人と人とのコミュニティーに積極的に活用し、この試みが地域や企業と
連動した活力になる事を期待します。
尚、継続開催を予定している同展覧会は、“アートジャパネスク（DRY/LIGHT/CLEAR/SHARP）”を
共通のキーワードに、21世紀の重要な節目にふさわしい現代美術展をこころざします。

ピオトル サモイスキー

（注） 【悪党】　あく-とう
　　　　　日本の歴史において、中世に既存支配体系へ対抗した者・階層を指す。この場合の悪とは、剽悍さや力強さを表す言葉。
              　また「命令・規則に従わないもの」に対する価値評価を指す。

　　 【良識】 りょう‐しき 〔リヤウ‐〕 
　　           《(フランス)bon sensの訳語か》物事の健全な考え方。健全な判断力。「―ある行動」

　　 【龍馬、暗殺直前の手紙発見　後藤象二郎宛て新政府語る】
                  草稿は縦１９・５センチ、横１０４センチで巻物に仕立てられている。「越行（えつゆき）の記（き）」と題され、後藤に
                  宛てた福井藩への「出張復命書」。手紙の草稿によりますと、龍馬は松平春嶽には面会することはできなかったものの、
                  藩士の立ち会いのもと、三岡八郎と会うことができ、三岡が「私は悪党なので、番人が一緒に来ました」と冗談を言うと、
                  立会人もそれを聞いて笑ったというエピソードが書かれています。
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